
中
国
帰
国
者
２
世
支
援
活
動
、
第

３
回
全
国
交
流
会
が
10
月
２
日
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体

で
36
名
、
大
阪
か
ら
は
３
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
署
名
運
動
と
同
様
重
要

な
意
義
を
持
つ
自
治
体
交
渉
に
つ
い

て
福
岡
県
連
、
長
崎
県
連
の
経
験
が

報
告
さ
れ
「
厚
労
省
交
渉
以
外
に
、

自
治
体
で
も
や
れ
る
こ
と
は
何
か
？
」

が
具
体
的
に
な
り
ま
し
た
。
続
い
て

九
州
弁
護
士
連
合
会
の
岩
崎
弁
護
士

よ
り
９
月
25
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
「
10
万
人
達
成

を
目
指
す
新
署
名
運
動
の
展
開
」
に

つ
い
て
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
新
署

名
に
つ
い
て
本
部
帰
国
者
委
員
会
の

場
で
も
出
さ
れ
て
い
た
「
文
章
が
長

す
ぎ
る
。
」
「
活
字
が
小
さ
す
ぎ
る
。
」

「
一
般
人
に
は
理
解
で
き
な
い
難
し

い
単
語
が
入
っ
て
い
る
。
」
「
啓
蒙

と
運
動
を
一
枚
に
入
れ
る
の
は
無
理

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
」
な
ど
の

意
見
が
出
さ
れ
、
再
再
度
検
討
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前
回
の
署

名
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
も
、

も
う
一
度
お
願
い
す
る
と
い
う
こ
と

を
確
認
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

（
石
井

勉
）
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新
署
名
10
万
人
達
成
を
目
指
す

中
国
帰
国
者
２
世
支
援
全
国
交
流
会

９
月
１
日
、
雨
の
神
戸
・
原
田
の

森
美
術
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
堺
支
部

と
文
化
サ
ー
ク
ル
『
風
の
つ
ど
い
』

か
ら
６
名
が
参
加
。
ま
ず
、
広
い
壁

面
を
覆
う
、
縦
３
メ
ー
ト
ル
、
横
20

メ
ー
ト
ル
の
大
作
「
一
九
四
六
」
に

圧
倒
！
「
戦
争
ほ
ど
愚
か
な
行
為
は

な
い
。
あ
の
戦
争
で
日
本
人
は
加
害

者
で
あ
り
な
が
ら
被
害
者
。
引
き
揚

げ
の
史
実
を
絵
に
し
て
後
世
に
伝
え
、

平
和
の
尊
さ
を
知
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」

と
い
う
こ
の
大
作
は
、
静
か
に
揺
れ

な
が
ら
、
私
た
ち
に
歴
史
の
声
を
伝

え
て
き
ま
し
た
。

３
人
の
感
想
で
す

■
構
想
か
ら
10
年
も
の
歳
月
を
か

け
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
此
の
作
品
、

そ
の
中
に
描
か
れ
た

一
人
ひ
と
り
が
何
を

思
い
、
何
を
考
え
引

き
揚
げ
船
に
向
か
っ

て
い
る
の
か
、
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
此
の
作
品

を
観
る
、
私
達
の
こ

れ
ま
で
の
生
き
ざ
ま

や
立
ち
位
置
に
よ
っ

て
違
う
の
で
は
な
い

か
、
と
思
い
ま
す
。

絵
画
と
は
本
当
に
奥
の
深
い
も
の
で

す
ね
。
【
天
竺
】

■
引
き
揚
げ
船
に
向
か
う
人
々
、

５
０
０
人
以
上
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

モ
ノ
ト
ー
ン
の
迫
力
だ
け
で
は
無
く
、

圧
倒
的
で
そ
の
色
が
見
え
て
く
る
よ

う
な
描
写
が
心
に
入
っ
て
来
ま
す
。

中
央
に
描
か
れ
て
い
る
二
人
だ
け

が
鮮
明
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

男
装
の
少
女
は
何
を
語
っ
て
い
る
の

か
？
こ
の
女
性
は
何
を
語
っ
て
い
る

の
か
？
画
面
の
向
こ
う
に
耳
を
す
ま

せ
ば
、
そ
の
声
が
聞
こ
え
る
気
が
し

ま
す
。
【
谷
垣
】

■
絵
の
前
に
立
つ
と
感
動
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
絵

で
、
日
本
が
戦
争
で
何
を
し
て
き
た

の
か
が
分
か
り
ま
す
。

改
め
て
大
変
な
こ
と

を
し
て
き
た
と
思
い

ま
し
た
。

生
き
た
「
歴
史
」
の

再
学
習
が
出
来
ま
し

た
。
あ
の
絵
の
中
の

一
人
ひ
と
り
の
想
い

が
、
憲
法
９
条
に
結

実
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
思
い
ま
し

た
。

【
浅
田
】

10
月
２
日
午
後
、
西
支
部

総
会
が
18
名
の
参
加
で
開
か

れ
ま
し
た
。
議
長
に
平
澤
さ

ん
を
指
名
、
松
原
支
部
長
の

開
会
あ
い
さ
つ
、
平
松
事
務

局
長
の
議
事
提
案
と
各
担
当

か
ら
の
補
足
説
明
が
あ
り
質

疑
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

発
言
で
は
「
な
か
な
か
行

事
に
は
参
加
で
き
な
い
が
、

中
国
百
科
検
定
を
受
験

し
た
。
」
「
勧
め
ら
れ

て
中
国
百
科
検
定
を
受

験
し
た
、
西
支
部
は
多

彩
な
活
動
を
し
て
い
る
。
」

「
検
定
の
講
習
会
に
参

加
、
試
験
日
に
メ
ガ
ネ

を
忘
れ
て
困
っ
た
」
な

ど
と
続
き
ま
し
た
。

議
案
や
会
計
報
告
を

提
案
通
り
確
認
し
て
、

新
役
員
を
選
出
し
終
了

し
ま
し
た
。

西
支
部
総
会

45
回
目
の
今
年
は
、

５
年
ご
と
の
節
目
に

出
し
て
い
る
画
集
の

発
行
年
で
す
。

昨
年
暮
れ
か
ら
準

備
し
て
き
た
「
大
阪

の
き
り
え
Ⅷ
」
が
こ

の
展
覧
会
に
合
わ
せ

て
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

75
人
の
秀
作
が
カ
ラ
ー

で
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

さ
て
、
45
回
展
は
、

今
年
も
ホ
ル
ベ
イ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
９
月

22
日
～
27
日
ま
で
、

会
場
一
杯
に
58
点
の

作
品
が
並
べ
ら
れ
ま

し
た
。

ス
ケ
ッ
チ
会
に
参

加
し
て
作
っ
た
滋
賀
や
大

阪
の
風
景
、
紅
葉
や
雪
の

目
を
引
く
風
物
、
み
は
る

か
す
ハ
ス
畑
、
ア
ベ
ノ
ハ

ル
カ
ス
、
外
国
の
風
景
、

抽
象
的
な
人
物
像
、
子
供

の
遊
ぶ
正
月
風
景
、
音
楽

を
奏
す
る
人
な
ど
多
様
な

テ
ー
マ
が
個
性
的
に
描
き

き
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
に
美
し
い
作

品
の
一
方
で
、
原
点
に
戻
っ

た
よ
う
な
白
黒
作
品
も
そ

の
一
角
を
占
め
ま
し
た
。

カ
ラ
ー
も
楽
し
い
が
、

す
っ
き
り
し
た
白
黒
も
捨

て
が
た
い
魅
力
と
見
ら
れ

た
方
々
は
思
わ
れ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

（
前
田

尋
）

歴
史
の
声
が
聞
こ
え
る
…

堺
支
部

王
希
奇
画
伯
の
大
作
を
鑑
賞

全
大
阪
き
り
え
美
術
展

大
作
も
出
品

関 帝 廟
関帝廟 （かんていびょう）

は、 関帝（ 関羽 ・ 関聖

帝君 ・関帝聖君）を祀る

廟 。 孔子 を祀る 孔子廟

（文廟）に対比させて、 武

廟 （ぶびょう）とも呼ぶ場

合もある。 関帝廟の本殿は

中央に 関羽 を祭り、右側

に小説『 三国志演義 』で

養子の 関平 （史実では実

子）、左側に同じく『演義』

に登場する配下の武将 周倉

の二神をそれぞれ祭ってい

る。神戸や横浜など各地に

関帝廟があり、大阪市内は

寺田町近くににあります。

10
月
１
日
、
西
成
区
内
の
中
日
和

平
記
念
碑
除
幕
式
に
、
日
中
大
阪
府

連
か
ら
渡
辺
会
長
以
下
５
名
が
参
加
、

式
典
で
は
中
国
総
領
事
や
渡
辺
会
長

が
挨
拶
、
続
い
て
西
日
本
華
僑
華
人

社
団
聯
合
会
主
催
の
日
中
国
交
正
常

化
50
周
年
記
念
の
中
日
和
平
記
念
碑

落
成
の
除
幕
を
行
い
ま

し
た
。
記
念
碑
に
は
大

き
く
「
和
平
」
と
記
さ

れ
、
裏
面
に
は
華
僑
華

人
の
各
団
体
名
と
日
中

友
好
協
会
大
阪
府
連
合

会
名
が
列
記
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
場
所
に
大
阪
関

帝
廟
が
近
く
着
工
建
設

さ
れ
ま
す
。
10
月
１
日
は
中
国
建
国

73
周
年
の

日
に
当
た

り
記
念
す

べ
き
除
幕

式
に
な
り

ま
し
た
。

中
日
和
平
記
念
碑
落
成
除
幕
式
に
参
加

日中国交回復
50周年記念

大阪文化のつどい
12月25日(日)
エル大阪南館

参加協力金500円
大阪の日中友好運動50年

は不再戦・文化・交流すべ

て草の根の運動でした。

これからは中国を知り、

文化を感じ、中国人と親し

む、楽しい参加型の運動を

盛んにしてゆきます。その

スタートに文化のつどいを

企画しました。

各支部の催しや写真・絵画・

手芸・工芸などの展示も募り

ます。戦争展の展示も検討し

ています。ぜひ、出品や出演

にご協力ください。



中
国
を
学
び
な
お
す

中
国
が
好
き
、
中
国
気
に
な
る

（
最
近
「
ガ
チ
中
華
」
に
ハ
マ
る
若

者
が
い
る
・
・
・
「
日
経
新
聞
」
９
・

29)

か
ら
こ
そ
、
日
中
友
好
協
会
会
員
。

中
国
知
識
も
フ
ツ
ウ
の
方
よ
り
は
あ

る
・
・
・
。
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
言
い
な
が

ら
も
「
公
式
テ
キ
ス
ト
」

や
「
問
題
集
」
を
読
ん

だ
り
、
実
際
に
検
定
試

験
を
受
け
た
り
し
て
み

る
と
、
合
格
は
し
て
も

な
か
な
か
満
点
に
は
い

か
な
い
。
そ
ん
な
経
験

も
貴
重
で
す
。

百
科
検
定
試
験
で

自
己
チ
ェ
ッ
ク

そ
こ
で
謙
虚
に
「
理
解
は
絆
を
強

く
す
る
」
の
精
神
で
、
自
己
チ
ェ
ッ

ク
。
検
定
試
験
が
お
役
に
た
ち
ま
す
。

試
験
の
中
身
は
「
地
理
・
世
界
遺

産
」
「
政
治
と
経
済
」
「
古
代
か
ら

近
現
代
ま
で
の
歴
史
」
「
文
化
・
風

俗
・
習
慣
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
４
分

野
。
何
は
と
も
あ
れ
、
常
識
だ
け
で

対
応
で
き
る
「
初
級
」
（
全
40
問
、

試
験
時
間
50
分
、
７
割
正
解
で
合
格
）

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

盛
り
だ
く
さ
ん
の

対
策
講
座
、
勉
強
会

10
月
16
日
（
日
）
１
時
～

「
初
級
講
座
」
平
松
悦
雄
・
検
定

ベ
テ
ラ
ン
西
支
部

事
務
局
長

わ
か
り
や
す
い
ス
ラ
イ
ド
で
国
土
・

文
化
・
歴
史
・
食
・
ス
ポ
ー
ツ
等
、

中
国
の
全
容
を
学
び
ま
す
。

10
月
16
日
（
日
）
２
時
半
～

「
政
治
と
法
」
高
見
沢
磨
・
東
大

教
授

全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

大
阪
府
連
事
務
所
２
０
５
号
室

10
月
23
日
（
日
）
２
時
～

「
中
国
歴
史
」
西
脇
義
彦
・
全
級

全
科
目
合
格
マ
ス
タ
ー
称
号
。

中
国
史
は
好
き
だ
け
ど
範
囲
が
広

す
ぎ
る
、
と
悩
む
人
に
は
絶
好
の

勉
強
機
会
。

大
阪
府
連
事
務
所

２
０
５
号
室

11
月
23
日
（
祝
）
２
時
～

カ
レ
ン
ダ
ー
で
学
ぶ

「
世
界
遺
産
」

井
上
正
道
ベ
テ
ラ
ン
講
師

国
労
会
館

西
支
部
主
催
・

大
阪
府
連
後
援

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
む

支
部
学
習
会

城
北
支
部
「
受
験
促
進
講
座
」

（
初
級
・
３
級
）
10
月
14
（
日
・
金
）

生
健
会
事
務
所

中
河
内
支
部
「
問
題
集
講
座
」

（
歴
史
）

10
月
21
日
（
金
）

（
政
経
＆
文
化
）
11
月
18
日
（
金
）

東
大
阪
市
立

市
民
多
目
的
セ
ン
タ
ー

＊
１
級
・
特
級
試
験
の
23
年
度
開

催
は
第
12
回
試
験
後
は
１
年
後
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
12
月
の
第
12
回
を
受
験
さ
れ
ま
す

よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
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９
月
28
日
（
水
）
５
回
目
の
中
国

映
画
「
活
き
る
」
」
を
９
人
で
鑑
賞

し
ま
し
た
。
あ
る
一
家
の
１
９
４
０

年
代
か
ら
60
年
代
の
、
中
国
社
会
の

変
動
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
淡
々

と
生
き
て
い
く
姿
を
描

い
て
い
ま
す
。

地
主
で
あ
る
父
の
屋

敷
、
全
財
産
を
博
打
で

失
い
、
身
重
の
妻
も
子

ど
も
を
連
れ
て
実
家
に

帰
っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ

か
ら
一
家
の
再
生
が
始

ま
り
ま
す
。
博
打
で
全

財
産
を
取
ら
れ
た
相
手

か
ら
影
絵
の
道
具
を
譲
ら
れ
、
影
絵

の
興
行
で
生
計
を
立
て
直
し
、
妻
も

子
ど
も
を
連
れ
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

そ
の
間
、
歴
史
的
に
は
抗
日
戦
争
、

国
共
内
戦
そ
し
て
中
華
人
民
共
和
国

の
建
国
と
続
き
ま
す
。
好
き
な
だ
け

食
べ
て
も
よ
い
共
同
食
堂
や
全
国
民

を
動
員
し
て
の
伝
統
的
な
鉄
づ
く
り

の
場
面
で
「
大
躍
進
運
動
」
を
垣
間

見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
し
か
し
、

製
鉄
運
動
の
最
中
不
慮
の
事
故
で
長

男
を
亡
く
し
ま
す
。

ま
た
大
混
乱
し
た
あ
の

文
化
大
革
命
の
中
「
走
資

派
」
と
名
指
し
さ
れ
た
友

人
た
ち
へ
の
思
い
、
自
分

の
商
売
道
具
で
あ
っ
た
影

絵
の
焼
却
、
医
師
不
在
で

の
出
産
で
長
女
を
亡
く
す

と
い
う
悲
し
み
に
ま
た
も

や
見
舞
わ
れ
ま
す
。
製
鉄

運
動
が
な
か
っ
た
ら
、
文
化
大
革
命

が
な
か
っ
た
ら
二
人
の
子
ど
も
は
死

な
ず
に
済
ん
だ
。
そ
れ
で
も
前
を
向

い
て
生
き
て
い
く
。
生
き
て
い
く
し

か
な
い
と
い
う
強
さ
を
感
じ
た
映
画

で
し
た
。

（
森
脇
篤
子
）

９
月
10
日
か
ら
11
日
、
岐
阜
市
内

で
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
in
太
極
拳
講
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
大
阪
西

支
部
の
恒
岡
本
部
指
導
員
が
「
動
け

る
身
体
つ
く
り
」
を
ベ
ー
ス
に
、
基

本
功
と
簡
化
太
極
拳
を
一
式
ず
つ
説

明
・
解
説
し
な
が
ら
、
６
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
は
金
華
山
の
麓
で
懇
親
会

会
場
か
ら
岐
阜
城
と
中
秋
の
名
月
が

同
じ
方
向
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
な

ん
と
も
言
え
な
い
神
秘
的
で
感
動
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
早
朝
に
ホ
テ
ル

の
と
な
り
、
日
中
友
好
庭
園
で
朝
練

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
岐
阜

公
園
の
一
部
で
１
９
８
９
年
に
岐
阜

市
と
中
国
の
杭
州
市
の
友
好
都
市
提

携
10
周
年
を
記
念
し
て
造
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
、
中
国
で
は
な
い
か
な
と

思
う
ほ
ど
の
雰
囲
気
で
し
た
。

「
開
講
40
周
年
記
念
講
座
・
日
中

友
好
協
会
太
極
拳
の
歴
史
」
の
勉
強

会
も
行
い
「
人
間
の
身
体
の
仕
組
み

は
初
め
て
聞
い
た
、
24
式
を
み
っ
ち

り
指
導
し
て
も
ら
い
良
か
っ
た
」

「
思
い
違
い
が
あ
り
勉
強
に
な
っ
た
、

よ
く
準
備
さ
れ
た
新
し
い
指
導
で
良

か
っ
た
」
「
今
ま
で
何
に
も
考
え
ず

に
や
っ
て
い
た
」
「
二
十
四
式
っ
て

難
し
い
ん
だ
ね
」
「
こ
う
じ
ゃ
な
い

の
？
い
ま
ま
で
こ
う
し
て
た
」
「
も
っ

と
ち
ゃ
ん
と
考
え
て
動
か
な
あ
か
ん

ね
」
「
今
ま
で
何
や
っ
て
た
ん
だ
ろ
」

「
こ
ん
な
に
深
く
考
え
る
ん
で
す
ね
」

な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
人
数
は
、
大
阪
８
名
、

岡
山
１
名
、
愛
知
16
名
、
三
重
５
名
、

岐
阜
10
名
の
計
40
名
で
し
た
。

型
を
覚
え
る
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
、

と
い
う
認
識
は
出
来
た
よ
う
で
す

太
極
拳
講
習
会

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
in
岐
阜

簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
を
改
め
て
学
ぶ

12
月
３
日

中
国
百
科
検
定
第
12
回
試
験

待
ち
に
待
っ
た
全
級
実
施

11
月
４
日
〆
切

城
北
支
部

中
国
映
画
「
活
き
る
」
上
映
会

大
阪
府
連
で
は
日
中
国
交
正
常

化
50
周
年
を
記
念
し
て
、
12
月
に

文
化
祭
開
催
を
準
備
中
で
、
女
性

部
も
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
女
性
な
ら
で
は
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
と
考
え
、
「
春
節
の
つ
ど

い
」
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
帰

国
者
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
出
演
協

力
の
お
願
い
に
伺
い
ま
し
た
。

快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、

恒
例
の
「
広
場
踊
り
」
「
ヤ
ン
コ

踊
り
」
と
「
京
劇
」
を
披
露
し
て

い
た
だ
け
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

京
劇
は
、
京
劇
メ
イ
ク
に
衣
装

を
付
け
て
、
し
か
も
二
胡
の
生
演

奏
が
付
く
本
格
的
上
演
と
な
り
ま

す
。
「
広
場
踊
り
」(

写
真)

の
踊

り
手
皆
さ
ん
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
長

い
間
発
表
の
機
会
が
な
く
、
練
習

に
も
苦
労
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
祭

当
日
は
皆
さ
ん
に
再
会
出
来
る
事

と
、
可

愛
い
衣

装
で
華

や
か
に

踊
っ
て

頂
け
る

の
を
楽

し
み
に

し
て
い

ま
す
。

(

女
性
部)

女
性
部
楽
し
く
生
き
生
き
！
交
流
広
が
る
文
化
祭
に

中国留学生が月餅作り大会
９月１７日、大阪公立大学中国留学生学

友会主催の月餅つくり大会に参加してきま

した。とても楽しかったです。会長の馬君

の組織力や留学生のパワーに圧倒されまし

た。特に顔見知りでなくてもあちこちで交

流の輪ができ、それが二つに分かれ大きく

なり・・・という感じで学園生活や就活に

ついて情報交換が行われていました。

堺支部と交流のある桃山大学の院生も来

ていました。１２月に予定している堺支部

の市民公開講座に今年も案内します。府連

としても催しに誘うなど、交流を深めてい

きたいものです。（石井勉）


